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ア
ジ
ア
の
中
で
も
高
い
出
国
率
と
受
入

率
を
誇
る
台
湾
は
、
海
外
旅
行
が
自
由

化
さ
れ
た
時
期
も
早
く
、
観
光
政
策
に

注
力
し
て
き
た
歴
史
も
古
い（
注
１
）。
一
方
、

高
等
研
究
機
関
に
お
い
て
は
、
即
戦
力
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
現
場
と
連
携
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
、
台
湾
独
自

の
観
光
教
育
・
観
光
研
究
が
確
立
さ
れ
て

き
た
。

本
稿
で
は
、
台
湾
で
も
観
光
研
究
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
大
学
の
一
つ
で
あ

る
天
主
教
輔
仁
大
學
餐
旅
管
理
學
系

（FU
-JEN

 CA
T

H
O

LIC U
N

IV
ERSI-

T
Y, D

e partm
ent of Restaurant, H

o-
tel and Institutional M

anagem
ent

）

の
蘇
哲
仁
教
授
お
よ
び
國
立
臺
中
科
技

大
學
休
閒
事
業
經
營
系（NA

T
IO

NA
L 

T
A

ICH
U

N
G U

N
IV

E
R

SIT
Y

 O
F 

SCIEN
CE A

N
D

 T
ECH

N
O

LO
GY, 

Leisure and Recreation M
anage-

m
ent

）
の
顔
昌
華
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
結
果
を
も
と
に
、
台
湾
で
の
観
光
研
究

の
潮
流
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
（
両
教

授
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
25
ペ
ー
ジ
参
照
）。

台
湾
に
お
け
る

観
光
政
策
の
発
展
と

観
光
教
育
の
歴
史

１
９
４
９
年
に
拠
点
を
台
湾
に
移
し
た

国
民
党
政
府
は
、
ホ
テ
ル
や
観
光
名
所
な

ど
の
改
善
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
台
湾
交
通
部
は
56
年
、
政
府

組
織
内
に
「
台
湾
省
観
光
事
業
委
員
会
」

（
71
年
に「
中
華
民
国
交
通
部
観
光
局
」へ
）

を
発
足
さ
せ
、「
台
湾
観
光
事
業
発
展
計

画
」
を
策
定
し
た
。
台
湾
政
府
と
し
て
も

観
光
産
業
を
重
要
政
策
と
位
置
づ
け
、60

年
以
降
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
各
国

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
観
光
政

策
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

高
等
研
究
機
関
に
観
光
関
連
コ
ー
ス

が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
醒
吾
科
技
大
學
の

前
身
で
あ
る
醒
吾
専
科
學
校
（
65
年
）

が
最
初
で
あ
り
、
大
学
で
は
私
立
中
國
文

化
大
學
（
67
年
）
が
最
初
と
言
わ
れ
て
い

る
（
注
２
）。
政
府
と
し
て
も
「
台
湾
地
区

観
光
事
業
総
合
開
発
計
画
」（
69
年
）
を

策
定
し
、
優
先
度
を
定
め
た
上
で
各
地
区

の
観
光
開
発
を
進
め
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

台
湾
国
内
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、

観
光
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
が
相
次
い
で
設
置

さ
れ
た（
台
北
市
で
は
66
年
に
設
置
）。こ

う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、
台
湾

を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
数
は
年
々
増

加
し
た
。
台
湾
国
民
の
海
外
旅
行
も
79

年
に
自
由
化
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
と
も
に
大
き
く
変
動
し
て
い

っ
た
。

90
年
代
に
入
る
と
、95
年
に
国
立
大
学

で
初
め
て
と
な
る
國
立
高
雄
餐
旅
管
理
専

科
學
校（
の
ち
の
國
立
高
雄
餐
旅
大
學
。当

初
は
短
期
大
学
、
２
０
０
０
年
に
大
学
に

昇
格
）
に
お
い
て
旅
館
管
理
學
系（H

otel 
M

anagem
ent

）、餐
飲
管
理
學
系（Food 

and Beverage M
anagem

ent

）、
厨
芸

學
系（Culinary A

rts

）、
旅
運
管
理
學

系（Travel M
anagem

ent

）
が
設
置
さ

れ
、一
年
の
半
分
を
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

旅
行
会
社
と
い
っ
た
現
場
（
校
外
）
で
学

ぶ
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
注
３
）
が
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
私
立
世

新
大
學
や
私
立
朝
陽
科
技
大
學
（
98
年
）

と
い
っ
た
複
数
の
大
学
に
お
い
て
観
光
関

連
学
科
が
設
置
さ
れ
る
契
機
と
な
り
、一

層
、
国
と
し
て
も
観
光
領
域
の
研
究
に
注

目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
台
湾
政
府

は
さ
ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め

「
観
光
客
倍
増
計
画
」（
02
年
）
を
策
定
し
、

国
際
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
注
力
し
た
。

そ
の
効
果
も
あ
り
、
海
外
か
ら
台
湾
を
訪

福
永  

香
織

守
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邦
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台
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潮
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れ
る
観
光
客
は
２
５
０
万
人
を
突
破
し
、

台
湾
に
お
け
る
観
光
産
業
も
大
き
く
発
展

し
た
。
90
年
代
に
続
き
、
國
立
臺
北
護
理

學
院
、
私
立
天
主
教
輔
仁
大
學
（
02
年
）

と
い
っ
た
大
学
が
観
光
関
連
学
科
を
続
々

と
設
置
し
（
図
１
）、
さ
ら
に
大
学
院
の

設
置
が
急
速
に
進
ん
だ（
注
４
）。そ
の
後
は

学
生
数
も
毎
年
約
５
０
０
０
人
の
ペ
ー
ス

で
増
加
し
た
。

14
年
時
点
で
は
、観
光
関
連
の
学
科
に

所
属
す
る
学
生
の
数
は
７
万
７
３
８
９
人

に
も
及
ぶ
。
分
野
の
内
訳
と
し
て
は
、
餐

旅
服
務
（hospitality and service

）が

39
・
１
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
観
光
休

閒（tourism
 leisure

）が
33
・
６
％
、運

動
休
閒
及
休
閒
管
理（sport leisure and 

leisure m
anagem

ent

）が
27
・
３
％
と

な
っ
て
い
る（
注
５
）。

近
年
は
中
国
本
土
か
ら
の
観
光
客
増
加

に
加
え
、
成
功
事
例
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
観

光
関
連
学
科
に
対
す
る
学
生
か
ら
の
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
特
定
分

野
へ
学
生
が
偏
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
国

全
体
で
観
光
系
学
科
へ
の
入
学
人
数
を
制

限
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

産
業
界
と
連
動
す
る

観
光
研
究
の
テ
ー
マ

台
湾
の
場
合
、
大
学
と
観
光
産
業
（
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
旅
行
会
社
な
ど
）

と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
場
で
の
関
心
事
項
と
研
究
テ
ー
マ
が
比

較
的
連
動
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、

90
年
代
以
降
、
台
湾
に
お
い
て
も
「
量
」

の
追
求
か
ら
「
質
」
を
高
め
て
い
く
考
え

方
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
こ
と
も
研
究
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

國
立
嘉
義
大
學
行
銷
與
觀
光
管
理
學

系
暨
研
究
所
（NA

T
IO

NA
L CH

IA
Y

I 

U
N

IV
E

R
SIT

Y
, D

epartm
ent of 

M
arketing and Tourism

 M
anage-

m
ent

）の
曹
勝
雄
特
聘
教
授
に
提
供
い
た

だ
い
た
資
料
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
に

行
政
院
科
技
部（
日
本
の
文
部
科
学
省
に

相
当
。
以
下
、
科
技
部
）
に
採
択
さ
れ
た

観
光
関
連
分
野
の
研
究
件
数
は
89
件
と

な
っ
て
い
る
。テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、旅
行
市
場
、Ｉ
Ｔ
活
用
、ツ
ー
リ

ズ
ム
イ
ン
パ
ク
ト（
い
ず
れ
も
10
件
）が
最

も
多
く
、次
い
で
宿
泊
産
業・旅
行
会
社（
７

件
）が
続
き
、さ
ら
に
、持
続
可
能
な
観
光
、

文
化
観
光
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
観
光
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
い
ず
れ
も
６
件
）
と
な

っ
て
い
る（
図
２
）（
注
６
）。日
々
、
急
速
な

進
歩
を
遂
げ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
研
究

や
、
急
激
に
増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
地
域
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
は
近

年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
の
博
士
・
修
士
論
文
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、
満
足
度
（
観
光
客

や
従
業
員
な
ど
多
様
な
主
体
の
満
足
度
）、

サ
ー
ビ
ス
品
質
、旅
行
、運
動
、レ
ジ
ャ
ー
、

観
光
、
幸
福
感
、
仕
事
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
い
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る（
注
７
）。
蘇
教

授
は
、
今
後
、
台
湾
の
観
光
を
発
展
さ
せ

る
上
で
研
究
す
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

ホ
テ
ル
、
民
宿
、
文
化
創
意
、
食
、
夜
市
、

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
メ
ー
ジ
、
消
費
者

（人）

図１  台湾への入込外国人観光客数と観光・餐飲料系学生数の推移

出典：教育部、交通部観光局データより筆者作成
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／
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仁
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／
國
立
臺
北
護
理
學
院
02

観
光
客
倍
増
計
画
02

台
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行
動
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
な
ど
を

挙
げ
た
。

研
究
者
と
し
て
の
評
価
と

観
光
研
究
に
お
け
る

国
際
化
の
現
状

台
湾
に
お
け
る
観
光
研
究
は
主
に
大
学

で
行
わ
れ
て
い
る
。
科
技
部
へ
提
出
さ
れ

た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
05
年
か

ら
14
年
ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
観
光
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
を
見
る
と
３
６
０

件
中
３
３
８
件
（
93
・
９
％
）
が
私
立
大

学
（
１
８
１
件
）
と
公
立
大
学
（
１
５
７

件
）
か
ら
の
申
請
と
な
っ
て
い
る
。
観
光

の
分
野
に
限
ら
ず
、
科
技
部
の
採
択
率
と

し
て
は
50
％
弱
で
推
移
し
て
い
る
。
実
施

し
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

（Social Sciences Citation Index

）
や

Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
（Taiw

an Social Scienc-
es Citation Index

）
に
掲
載
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。

研
究
者
と
し
て
の
評
価
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

や
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
か
、
自
身
の
論
文
が
他
の
論
文
か
ら
引

用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
が
点
数
化
さ
れ
評

価
さ
れ
る
。海
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
投
稿

も
高
評
価
に
つ
な
が
る
た
め
、特
に
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
論
文
を
投

稿
し
た
り
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ａ（A

sia Pacific 
Tourism

 A
ssociation

）やA
sia Pacific 

CH
RIE

（T
he Council on H

otel, Res-
taurant, and Institutional Educa-
tion

）
と
い
っ
た
国
際
会
議
に
参
加
す
る

研
究
者
も
多
い
。
研
究
者
と
し
て
の
評
価

は
科
技
部
へ
研
究
費
の
申
請
を
行
う
際
に

も
影
響
が
あ
る
。

台
湾
の
主
要
観
光
関
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と

し
て
は
、「
戸
外
遊
憩
研
究
」（O

utdoor 
Recreation A

ssociation of R.O
.C.

）、

「
觀
光
休
閒
學
報
」（Journal of Tour-

ism
 and Leisure Studies

）、「
餐
旅
暨

家
政
學
刊
」（Journal of Hospitality 

and Hom
e Econom

ics

）な
ど
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。台
湾
国
内
で
発
行
さ
れ
て

い
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
研
究
者
の
海
外
活
動
を
促

進
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

学
生
の
活
動
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
し
て
海
外
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
現
場
で
経
験
を
積
む
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
海
外
へ
の
留
学
先
と
し
て
は
、
ホ

テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で
は
ア
メ
リ
カ

が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
飲
食
系
の
留
学
先

と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
選
ば
れ
て
い
る
。

研
究
成
果
の
活
用

先
述
し
た
通
り
、
大
学
と
観
光
産
業

界
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
、
研
究
者
や
学

生
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
研
究
成
果
を
活
か

し
た
共
同
研
究
や
共
同
開
発
と
い
っ
た
連

携
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
主
に
４
点
に
集
約

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
点
目
は
進
化
が
著
し
い
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
ｅ-

ビ
ジ
ネ
ス
の
新
規
展
開
で
あ
る
。

２
点
目
は
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ツ

ア
ー
添
乗
員
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
チ
ッ

プ
を
参
加
者
が
支
払
う
場
合
、
添
乗
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
品
質
が

最
も
高
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
証
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
例
な
ど
が
あ
る
。

３
点
目
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

開
発
で
あ
り
、ホ
テ
ル
や
飲
食
店
と
の
共

同
に
よ
る
新
し
い
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
販

売
方
法
の
導
入
な
ど
を
行
っ
た
例
も
あ
る
。

４
点
目
は
人
材
育
成
や
人
材
開
発
の

取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
他
、
大
学
に
お
け
る
研
究
成
果
の

ス
ト
ッ
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
、
カ

ジ
ノ
を
誘
致
し
た
際
の
効
果
・
影
響
調
査

や
、
台
湾
人
の
海
外
旅
行
動
向
に
関
す
る
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25 特集◉アジアの観光研究の潮流
特集4 台湾の観光研究の潮流

研
究
、
台
湾
の
離
島
に
お
け
る
島
民
意
識

調
査
と
い
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

台
湾
と
日
本
に
お
け
る

観
光
研
究
の
課
題

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
先
生

方
か
ら
は
、
台
湾
に
お
け
る
観
光
研
究
の

課
題
と
し
て
、
研
究
手
法
の
確
立
や
、
研

究
全
体
の
質
の
向
上
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
英
語
力
の
向
上
は
国
際
化
を
進
め

て
い
く
上
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

例
え
ば
、
韓
国
で
は
英
語
で
行
わ
れ
る
授

業
を
履
修
す
る
こ
と
が
卒
業
要
件
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
学
生
に
と
っ
て

も
教
員
に
と
っ
て
も
厳
し
い
も
の
で
は
あ

る
が
、
実
際
に
韓
国
の
学
生
や
研
究
者
の

英
語
レ
ベ
ル
は
高
く
、
積
極
的
に
海
外
へ

進
出
し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
台
湾
と
日

本
も
見
習
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
研
究
手
法
の
確
立
、

英
語
力
の
向
上
に
加
え
、
研
究
者
が
オ
ー

プ
ン
に
な
り
研
究
成
果
を
発
信
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
日

本
の
観
光
関
連
学
会
に
海
外
の
組
織
や

研
究
者
が
参
画
し
て
い
る
例
は
少
な
い
。

日
本
の
研
究
者
も
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海

外
の
学
会
や
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
、

情
報
交
換
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
同
士
の
交
流
人
口
が
年
々
増
加
し
て
い

る
状
況
に
お
い
て
は
、
国
同
士
の
連
携
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
政
策
的
に
も
研

究
的
に
も
利
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
観
光

研
究
に
つ
い
て
は
、
特
に
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
研
究
も

期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
ふ
く
な
が 

か
お
り
／
も
り
や 

く
に
ひ
こ
）

翻
訳
協
力（
公
財
）日
本
交
通
公
社

客
員
研
究
員　

徐
中
芃

（
注
１
）（一社
）日
本
旅
行
業
協
会
『
数
字
が
語
る
旅
行

業
２
０
１
５
』
に
よ
る
と
２
０
１
３
年
の
台
湾
の

出
国
率
は
47
・
３
％
、
受
入
率
は
34
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
観
光
旅
行
が
自
由
化
さ
れ

た
の
は
１
９
７
９
年
で
あ
る
。

（
注
２
）曹
勝
雄
、
王
國
欽
、
張
徳
儀
、
王
偉
琴
「
台

湾
観
光
休
閒
餐
旅
相
關
学
術
著
作
表
現
之
研

究
」
戸
外
遊
憩
研
究
21（
３
）：
81-

99
。

（
注
３
）校
内
学
習
と
校
外
学
習
を
半
年
ず
つ
行
う
た

め
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
学
と
呼
ば
れ
た
。
紙
矢

健
治
「
台
湾
の
大
学
段
階
に
お
け
る
観
光
地

理
学
に
つ
い
て
」「
地
理
学
報
告
」
第
１
０
６
号

19-

32
、２
０
０
８

（
注
４
）観
光
関
連
の
研
究
科
が
設
置
さ
れ
た
大
学
院
と

し
て
は
、
私
立
中
國
文
化
大
學
（
１
９
９
０
年
）

が
最
初
で
あ
る
。

（
注
５
）教
育
部
統
計
處https://stats.m

oe.gov.tw
/

bcode/

服
務（
サ
ー
ビ
ス
）領
域
の
民
生（
生
活
）

部
門
に
分
類
さ
れ
る
観
光
関
連
学
科
を
抽
出
し

て
い
る
。

（
注
６
）科
技
部　

https://ap0512.m
ost.gov.tw

/
W

A
S2/m

ain/A
sM

ain.aspx

（
注
７
）臺
灣
博
碩
士
論
文
知
識
加
值
系
統

http://ndltd.ncl.edu.tw
/cgi-bin/

gs32/gsw
eb.cgi/ccd=._1ZTy/

w
ebm

ge?m
ode=basic
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